
令和 ７ 年 2 月 3 日

8 時 30 分から 14 時 30 分まで

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念 　　愛情ある支援

事業所名 多機能型事業所ホープみさかえ 作成日支援プログラム（児童発達支援）

本
人
支
援

・実物、絵本、写真、動画等の視覚支援を通して事物の名称や概念の理解を促します。
・視覚支援等を通して、色、形、分類、数や時間を学びます。
・視覚支援を通して、正しい動作、基本的行動や、団体行動を学びます。

・発語、身振り、指差し、、サイン、ジェスチャー等の自己表現を促します。　　　・言葉の理解力や表現力を育てます。
・遊びや運動を通して他者との関りで楽しさや喜びを学びます。　　　　　　　　　・自分の思いや要求を伝えたり、相手とのやり取りをする、相手のかかわりを促します。

・集合で他者とのふれあいや模倣等により、他者とのやり取りや遊びを楽しめるようにします。
・遊具等の貸し借りや順番・交代が分かるようにします。
・指示理解、ルール理解、役割理解を促し、集団活動への参加を促します。
・仲間との適切なやりとりを知って楽しむことや、気持ち・感情のコントロールを促します。

支援方針
利用者の人格を尊重し、常に利用者の立場に立ち、それぞれの個人の豊かな生活と充実した人生が送れるよう日常生活上の支援及び就学支援、機能訓練等の日中活動支援を行うことによ
り、利用者の心身機能の維持、発達、障がいの軽減を図りつつ、利用者が自立して生活を営むことができるように支援するとともに、家族支援を実施する。

営業時間 送迎実施の有無 あり

　（注）　このプログラムは基本的なものであって、このような観点に基づき、それぞれの利用者の身体状況や特性に応じて個別の支援プログラムを作成いたします。

主な行事等
・ニュースポーツ大会　　・砂の祭典見学　　・芋の苗植え　　・七夕会　　・七夕祭り見学　　・十五夜行事　　・野菜の種まき　　　　　　　　・芋ほり　　・みかん狩り

・野菜収穫　　　　　　　・クリスマス会　　・たこあげ　　　・豆まき　　・ひな祭り　　　　・お別れ会　　　・防火・災害避難訓練（毎月）

（別添資料１）

家族支援

・ご家族の施設見学や相談を気軽に受付て援助を行います。
・お子さんの家庭での環境づくりや関わり方を一緒に考えます。
・就学支援を行います。
・ペアレントトレーニングを計画します。

移行支援
・切れ目のない支援が継続できるように、これまでの支援方法・内容や支
援経過等を移行先と情報共有して、より良いサービスが受けられような支
援を行います。

地域支援・地域連携
・相談事業所と連携して、利用希望者の受入れに努めます。
・施設見学や行事等の地域参加もしてもらい、災害時等の協力体制づくりに努め
ます。

職員の質の向上
・部内研修の実施や部外研修の受講等を通して、職員個々の知識やスキル
アップ、また全体としての支援向上を図ります。

支　援　内　容

・健康状態を把握します。
・日常生活における基本的動作や身の回りのことが自分でできるようにします。
・身の回りの整理・整頓ができるようにするとともに、支援環境を整えるようにします。

・遊具や道具を使い運動の楽しみや喜びを得とくできるようにします。　　　　　　・運動や遊びを通して、正しい姿勢や、手足の動かし方や身体の動かし方を学びます。
・運動や遊びにより体幹の強化、体力作りをします。　　　　　　　　　　　　　　・楽しみながら、運動機能の発達を促すとともに、強化を図ります。
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